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人 口 と 世 帯（5 月1日現在）

Ｏ人口　463,418人　（十1,837）

Ｏ　男　235,933人　（十　944）

Ｏ　女　227,485人　（十　893）

Ｏ世帯　IZ2,611世帯（十1,420）

(
)
は
前
月
比

66-111

1

市民スポーツ真つ盛り

松戸フラワーズ

市内に５つある女性サッカーチームのひと

つ松戸フラワーズは、４月17日に行われた東

京ガスペレカップ・ミセスサッカートーナメ

ント大会で優勝した名門で、毎週木曜日に横

須賀中央公園で練習しています。

プレー中には言い争うこともあるけれど、

みんな仲好し。あなたも始めてみませんか。

若
葉
が
芽
吹
き
、
太
陽
の
光
を
浴
び
て
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
季
節
。
自
然
に
体
を
動
か
し
た
く

な
り
ま
す
ね
。

こ
こ
横
須
賀
中
央
公
園
で
は
、
女
性
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
の
松
戸
フ
ラ
ワ
ー
ズ
が
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

「
仲
間
か
ら
仲
間
ヘ
パ
ス
を
つ
な
い
で
シ
ュ

ー
ト
。

力
を
合
わ
せ
て
得
点
し
た
と
き
の
気
分

は
最
高
」
と
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
。

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
子
供
の
お
母
さ
ん
も

多
く
、
親
子
で
試
合
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

光
あ
ふ
れ
る
初
夏
を
迎
え
、
た
く
さ
ん
の
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

松
戸
市
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
は
今
、
真
つ
盛
り
で

す
。

市役所の代表電話は



生
ご
み
を
有
機
肥
料
と
し
て
有
効
活
用

Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
あ
え

の
モ
ニ
タ
ー
募
集

生
ご

み
を

た
い

肥
と

し
て

有
効

利
用

す

る
、
こ

れ

が
「
Ｅ

Ｍ

ポ
カ

シ
あ

え
」
で

す

。
方

法

は
簡

単
、
用

具

も
お

貸
し

し

ま
す

。

あ
な

た
も
Ｅ

Ｍ

ボ
カ

シ

あ
え

を
試
し

て
み

ま
せ

ん

か
。

「
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
あ
え
」
、
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
で
す
。

Ｅ
Ｍ
と
は
自
然
界
に
生
息
し
て

い
る
、
十
属
八
十
種
以
上
の
有
効

微
生
物
を
選
び
出
し
て
、
共
生
さ

せ
た
複
合
培
養
液
の
こ
と
で

す
。

こ
の
Ｅ
Ｍ
と
米
ヌ
カ
・
モ
ミ
ガ

ラ
・

糖
蜜
な
ど
を
混

ぜ
て

、
発
酵

さ
せ
た
有
機
肥
料
を
Ｅ
Ｍ

ボ
カ

シ

と
い
い
ま
す
。

密
閉
容
器
に

生
ご
み
を
入
れ
、

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
振
り
掛
け
る
と
Ｅ

Ｍ

ボ
カ
シ
あ
え
（
Ｅ
Ｍ

発
酵
た
い

肥
）
が
で

き
ま
す
。

こ

う
し
て
Ｅ
Ｍ
の
手
助
け
を
受

け
る
と
、
今
ま
で

厄
介
も
の
だ
っ

た
生
ご
み

が
有
機
肥
料
に
変
身
す

る
の
で

す
。こ

れ
を

継
続
的
に

活

用
す
る
田

畑
や
庭
の
土
は

、
理
想

的
な
発
酵
合
成
型
土
壌
に
な
り
ま

す
。ま

た
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
あ
え
か
ら
出

る
液
は

、
川
や
池
の
水
質
を
浄
化

す
る
な
ど
、
環
境
保
全
に
も
一
役

か
っ
て

く
れ
ま
す
。

市
で

は
、
生
ご
み
の
減
量
策
の

一
つ
と
し
て

今
後
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
あ

え
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
勧
め
し

て
い
き
ま

す
が
、
そ
れ
に

先
立
ち
、

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
あ
え
を
試
し
て
い
た

だ
く
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

専
用
の
密
閉
容
器
は

無
料
で

お

貸
し
し
ま
す
。
ま
た
モ
ニ
タ
ー
期

間
中
使
用
す
る
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
は
提

供
し
ま
す
。

応
募
要
件
…
①
市
内
在
住
の
人

②
モ
ニ
タ
ー
期
間
中
生

ご
み
の
量

を
計
量
で
き
る
人
（
週
一
回
と

、

容
器
が
一
杯

に
な

っ
た
と

き
）

③
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
あ
え
を
入

れ
る
場

所
（
畑
・
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
）

が

あ
る
人

※
開
始
前
と
期
間
終
了
後
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
間
…
６
月
か
ら
六
ヵ
月
間

募
集
人
数
…
百
五
十
人

圃
５
月
3
1
日
固
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・

家
族
人
数
・
ボ
カ
シ
あ
え
を
入
れ

る
場
所
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所

ご
み
を
減
ら
す
課
家
庭
ご
み
係
へ

生ごみ処理のコンポスト

などに補助金

分　　類 補助金額

生ご み処 理容器

(コンポスト ・Ｅ Ｍボカシ

あ え専用容器など)

購入 価格の２分の１に相当 する 額

で １基について6,000 円が限度

(１年度につき１世帯当り２基以内)

生ごみ減量化機器

(生ご み分解消滅機など の

機器 類)

購入 価格の３分の 訓こ相当 する 額

で １基につい て15,000 円が限 度

（ １年度 につ き１世帯当り １基）

家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
の

減
量

の
た
め
、
今
ま
で
の
コ
ン

ポ
ス
ト

に
加
え
、
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
あ
え
用
の

専
用
容
器
や
、
生

ご
み

分
解
消
滅

機
な
ど
の

機
器
類
に
も
補
助
金
を

差
し
上
げ
ま

す
。

春

の

市

民

ぐ

る
み

で

ク

リ

ー
ン

デ
ー

６
／
５
(
日
)
　
ご
み
の
な
い
清
潔
な
街
を

ご

み

の
な

い

清

潔

な
街

を

目

指

し
て

、

環
境

美

化

運

動

（
ゴ

ミ

ゼ

ロ

の
日

）
と

江

戸
川

ク
リ

ー
ン

大

作
戦
を
同
時
に
展
開
す
る
「
春
の

市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」

が

、

今

年
も

行

わ

れ
ま

す

。

わ
た

し

た

ち

の
街

を

、
わ

た
し

た
ち

の

手
で

、

ご
み

の

な

い

清

潔

な

環

境
に

し

ま
し

ょ
う

。

皆

さ
ん

の

参
加

と

協

力

を
お

願

い

し
ま

す

。

河
川
美
化
月
間
の
一
環
と
し
て
、

江
戸
川
沿
岸
の
市
町
村
が
、
河
川

敷
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

日

時
…
６
月
５
日
聡

吊

天

の

と
き
は
1
2日
㈲
〕
午
前
９

時
～
1
0

時
清
掃
範
囲
・
集
合
場
所
…
下
図

参
照

問
漓
掃
部
管
理
課
庶
務
係

環

境

美

化

運

動

（
ゴ

ミ

ゼ

ロ

の

日

）

関

東

周

辺

の

一

都

九

県

が

、

一

斉

に

美

化

運

動

を

行

い

ま

す

。

日
時
…
６
月
５
日
照

〔

雨

天

の

と

き

は

１９
一
日

回

午

前

中

の

一

時

間

程

度清

掃

範

囲

…

町

内

会

・
自

治

会

の

公

園

な

ど

の

公

共

ス

ペ

ー

ス

や

家

の

周

辺

※
ご
み
は
「
燃
や
せ
る

ご

み

」
・
「

燃

や

せ

な

い

ご

み

」
・
「

資

源

ご

み
」
に
分
別
を
。
家
庭
の
ご
み

は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

。

閲
清
掃
業
務
課
業
務
第
一
係

補
助
対
象
者
…
①
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
か
つ

、
居
住
し
て
い

る

世
帯
主
②
た
い
肥
化
ま
た
は
減
量

化
さ
れ
た
生

ご
み

を
自
己
の
責
任

で

処
理
で
き
る
人

茴
ご
み

を
減
ら
す
課
家
庭

ご
み

係

危
険
な

ご
み
は

正
し

い
方

法

で
出
し

ま
し
ょ
う

○
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン

ベ
な
ど
は
、
ガ
ス
を
抜
く

○
刃
物
や
陶
磁
器
の
割
れ
た
も
の

は
、
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん
で
「
危

険
」
と
書
い
て
燃
や
せ
な
い
ご

み
に

出
す

○
針
や

カ
ミ
ソ

リ
の
刃
な
ど
小
さ

い
も
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

容
器
な
ど
に
入

れ
て
「
燃
や
せ

な
い

ご
み
」
に

出
す

○
割
れ
た
ガ
ラ
ス
は

、
新
聞
紙
な

ど
に
包
ん
で

、
中
の
見
え
る
ビ

ニ

ー
ル

袋
に

「
ガ
ラ
ス

危
険
」

と
書
い
て
「
資
源
ご
み
」
に
出
す

○
黒
い
ビ
ニ

ー
ル
袋
は
、
使
用
し

な
い
で

く
だ
さ
い

「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」
の
チ
ラ
シ
を
町
会
・
自
治
会

を
通
じ
て
配
り
ま
す
。
ご
み
は
こ

の
チ
ラ

シ
の
と
お
り
出
し
ま
し
ょ

う
。

茴
清
掃
業
務
課
業
務
第
一
係

市民相談心配ごと・人権相談巡回年金相談各種相談

６
月
の
相
談
案
内

相談名 日　　時 笛

法律相談

毎週火 一木曜日と毎月第2･ 第4

月曜日 午後１時～ ５時

毎月第1 月曜日午前9 時～正午

(い ずれも 予約制) 市役

所
相
談
コ
ー
ナ
ー

税務相談 10鬧午後１時～５時

登記相談 17圀午後１時～４時30分

行政相談 13(月)・27回午後１時～３時

住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後4時

発明相談 8C水)午後１時～３時

交通事故･
市政・

一般相談

毎日午前８時30分～

午後５時

市
民
相
談
室

会　場 日　時

市役所

相談コーナー

第１～第４

金曜日

常 盤 平 支 所 １團・○15團

馬 橋 支 所 ○６(月)

六 実 支 所 ○７(火)

小金原

市民センター
２困・O16 困

小 金 支 所 ７図

新松戸

市民センター
１冰)・○15圉

醴市民相談室（金 銭問題の相談も行い ます）

※○印は心配ごと相談のみ

※人権相談は干葉地方法務局松戸
支局(昔63－6278番)でも行って
います。

問人権相談＝援護課庶務係

心配ごと相談＝社会福祉協議会
f168－0503番

会　場 日時

常盤平支所 ３廁

昌

端
牟

警
時

小 金 支 所 ７(火)

小金原支所 10廊

馬 橋 支 所 14(火)

六 実 支 所 17廁

新松戸支所 21図

矢 切 支 所 24廊

東 部 支 所 28(火)

相 談 名 日　時 会場

商人よろず相談
固商工課振興係

１伽・15伽

午前10時～午後４時
市役所相談
コーナー

労働相談
問商工課労政係

毎月第1 ・第３月曜日

午後１時～５時

市役所相談

コーナー

消費生活苦情相談
問消費生活センター

昔65－6565番

月～金曜日

午前９時～午後４時
消費生活
センター

女性就業相談
問商工課労政係

毎週水・金曜日

午前10時～午後４時

女性就業

相談室

※労働相談は柏労 働基準監督署（昔0471 －63 －0245 番）

でも 行っていま す。

※上記以外の日は国民
年金課へ

醴国民年金課適用係

道

路

の

不

法

使

用

は

や

め

ま

し

ょ

う

車
道
や
歩
道
に

商
品
を
並
べ
た
り
、
営
業
す
る
こ

と
は

、
通

行
の
妨
げ
と
な
り

、
皆
が
迷
憑
し
ま
す
。

お
互
い
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

閲
道
路
課

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
あ
え
つ
て
？

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

ウネ とウ ネの 間 に入

れ、 その上 に7 ～８ｃｍ

程 度 の土 を盛 る。

Ｅ Ｍポ カシ あえ の 作り 方

①密閉容器に生ごみを入れる。

②ＥＭボカシを10～20ｇ振り掛ける。

⑧ふたを密閉する。

④容器がいっぱいになる まで①～③

を繰り 返す。いっぱいになったら

１～ ２週間そのままにしておく。

庭木の場合は所々

に穴を掘って埋め

る程度でよい。

利用例

庭

畑

生ゴミの
ボカシあえ

生ゴミの

ボカシあえ

相談はすべて無料です。
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情報センターの利用が

始まります

音
楽
や
演
劇
、
映
像
に
関
す
る
資
料
（
図
書
・

ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ

）
の
閲
覧
と

ビ
デ
オ
の

編
集
が

で
き
る
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
の
編
集
や
趣
味
の
映
像
作
品

づ
く
り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

基
本
的
人

権
は
、
人
が
平
和
に

生
き
る
た
め
の
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。人

権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
見
守
る

人
権
の
見
張
役
で
す
。

互
い
の
人

権
を
尊
重
し

、
明
る

い

社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
人

権

擁
護
委
員
（
左
表
）
は
皆
さ
ん
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

※
定
例
の
人
権
相
談
に
つ
い
て
は

、

広
報
毎
月
2
0日
号
の
「
相
談
の

ご
案
内
」
で

ご
紹
介
し
て
い
ま

す
（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）

固
援
護
課
庶
務
係

市の人権擁護委員

氏名 住所・電話

島 村 芳 子
仲井町2－128－2

f162－5286

有 坂 星 子
金ヶ作306

さ87－5函5

和 田 康 男
松戸新田18－4

昔62－7閲3

谷 口 充 徳
中金杉2－20

昔42－7925

高橋むつき
上本郷2334－6
f167－1404

鈴 木 一 夫
ニツ木仰 －2

昔41－0192

滝 田 泰 子
上本郷3730

f162－2683

山 田 英 夫
小山265

f162－8886

沖　英　雄
松戸1488
顋 引－O茴

国
・
県
・
特
殊
法
人

へ
の
要
望

な

ど
は
行
政

相
談
委
員

へ

滝
田
　
泰
子

青
木
美
枝
子

渡
来
進
太
郎

関
根
　
壮
吾

和
田
　

康

男

林
　
　
克
忠

氏
名

上
本
郷
二
七
三
〇

登
6
2―
り
乙（
ｎ
Ｕ８

３

松
戸
一
一
二
五

昔
6
2－

４
５
０
８

高
塚
新
田
四
九－

一

昔
9
2１
６
２
３
４

金
ヶ
作
三
五
二

ａ
8
7－

１
１
６
５

松
戸
新
田
一
八
－

四

昔
6
2１
７
８
广ｎ
）３

ニ
ツ
木
八
七

酋
剞
－

０
８
０
１

住
所
・
電
話

行
政
相
談
委
員
と
し
て

、
右
表

の
方
た
ち
が
総
務
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
・
県
な
ど
の
役
所
の
業
務
や
、

Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
相
談

や
要
望
を
お
受
け
し
ま
す
。

相

談
に

関
す
る
秘
密
は

厳
守
さ

れ
、
費
用
は
無
料
で

す
。

５

月
2
2日
収
～
2
8日
出
は
春
季

利
用
開
始
日
…
資
料
の
閲
覧
・

ビ
デ
オ
編
集
装
置
の
予
約
＝
５
月

2
0日
廊
、
ビ
デ
オ
編
集
装
置
の
利

用
＝
５
月
2
7日
脂

利
用
時
間
…
永
～
日
曜
日
（
年

末
年
始
、
保
守
点
検
日

を
除
く
）
、

午
前
９
時
3
0分
～
正
午
、
午
後
１

時
～
５
時

利
用
方
法
等
…
①
住
所
・
氏
名

行
政
相
談
強
調
週
間
で
す
。

閲
市
民
相
談
室

市

営

住

宅

空

き

家

入

居

者

（

待

機

者

）

募

集

申
込
書
の
配

布
６
月
８
日
團
～

2
2日
團
の
間
に
住
宅
課
と
各
支
所

で
　

申
し
込
み
受
け
付
け
６

月
1
5

日
出
～
2
2日
團
の

問
に

住
宅
課
で

※
住
宅
の
種
類
・
入
居
資
格
な
ど

詳
細
は
、
広
報
６
月
５
日

号
で

お

知
ら
せ

し
ま
す
。

黷

住
宅
課
公
営
住
宅
係

５
月
2
9日
剛
市

税
の
納
付

を

受
け
付

け
ま
す

時
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
市
役
所
収
納
課
、
各
支
所

閲
収
納
課
管
理
係

高

齢

者

に
日

常

生

活

用

具

を

給

付
（

ま

た

は

貸

与

）
し

ま

す

ね
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
在
宅
生
活
を
援
助
す
る
た

を
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

②
初
め
て
利
用
す
る
人

は
、
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い

③

小
学
生
以
下
の
人
は
利
用
で

き
ま

せ

ん
④
営
利
目

的
、
著
作
権
法
に

反
す
る
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

閲
森
の
ホ

ー
ル
2
1・
情
報
セ
ン
タ

１
公
8
4－
5
0
5
0

番

※費用はい ずれも １時間あたり のも の

め
、
日

常
生
活
用
品
を
給
付
（
ま

た
は
貸
与
）
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
生
活
用
品
の
品
目
も
増
や
し
ま

し
た
。

固
お
せ

わ
課
庶
務
係
、
な
が
い
き

課
福
祉
係

給 付する 用具

(所得税額によ

り利用者負担が

あります)

①特 殊寝台（キャッ チベッド ）②マットレ ス③体位変換器

④ 腰掛け便 座⑤特殊 尿器 ⑥入浴補助 用具⑦電 磁調 理器

⑧歩行支 援用具 ⑨車いす ⑩移動 用リフト ⑩痴呆性老 人徘

徊感知器⑩火災警 報器 ⑩自 動消火器⑩エフフーパッド

貸与する 用具

(低所得世帯の

人に限ります)
①布おむつ②緊急通報装置③火災警報器④電話器

貸与する用具
① 特殊寝台（ キャッ チベッド ）②マットレ ス③エフフーパッ

ド ④車い す（⑤ポータブル 浴槽⑥給水ポンプ ⑦布団 乾燥機

高
齢
者
や
障
害
者
に
住
宅
の

増
改
築
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

介
助
か
必
要
な
高
齢
者
や
心
身

障
害
者
の

、
日
常
生
活
や
介
護
が

よ
り
便
利
に
な
る
よ
う
、
住
宅
を

増
改
築
し
た
り
、
ト

イ
レ
や
浴
室

を
改
造
す
る
場
合
の
資
金
の
一
部

を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
…
(
1
)
お
お
む
ね
六
十
歳
以

上
の
日
常
生
活
に
介
助
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
、
ま
た
は
そ
の
扶
養

義
務
者
恋
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ

の
扶
養
義
務
者
即
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ

の
扶
養
義
務
者

条
件
…
出
住
民
登
録
、
ま
た
は

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
市
内
に
二

年
以
上
住
ん
で
い
る
(
2
)
前
年
の
総

所
得
が
七
百
二
十
万

円
以
下
で
あ

当日は、市職員が各家庭を回り、薬剤

を通風口から散布しますので、通風口の

周りに物を置かないようにお願いします。

閔生活環境課環境衛生係

床 下薬剤散布

(６月分)
（　 ）は午 後に実施

る
(
3
)
連
帯
保
証
人
を
一
人
付
け
ら

れ
る貸

付
額
…
最
高
三
百
万

円
ま
で
。

た
だ
し
改
造
箇
所
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
限
度

が
あ
り
ま
す
。

償
還
方
法
…
六
ヵ
月
間
据
え
置

い
て

、
最
高
十
年
ま
で

償
還
期
間

の
設
定

が
で
き
ま
す
。

利
子
…
年
利

丁

五
％

提
出
書
類
…
出
工
事
計
画
書
、

ま
た
は
工
事
見
積
書
ぼ
所
得
を
証

明
す
る
書
類
、
お
よ
び
市
税
の
納

税
証
明
書
③
連
帯
保
証
人
の
所
得

を
証
明
す
る
書
類
な
ど

崑

障
害
者
に
つ
い
て
は

援
護
課
庶

務
係
、
高
齢
者
に
つ
い
て

は
な

が

い

き
課
福
祉
係

2
9伽

2
8㈲

2
7§

2
4廁

2
3附

2
2團

‥`ぃ
図

2
0側

1
7廁

1
6附

1
5團

1
4㈲

1
3§

1
0廁

９
困

８
團

ｙ
７
関

６
側

３
廁

２
附

６
／
１
團

期
　
日

秋
山
・
秋
山
団
地
・（
秋
山
南
）

高
塚
新
田
・
紙
敷
向
新
橋

高
塚
新
田

河
原
塚
第
一
第
二
・
郊
外
大
橋

大
橋

和
名
ヶ
谷

紙
敷
新
田
・
紙
敷
中
内
薄
浦

2
0
世
紀
が
丘
・
三
矢
小
三
丁
目
・
（
大
橋
東
・
大
橋
南
・
中
松
町
）

柿
ノ
木
台
・（
松
戸
新
田
み
な
づ
き
）

上
矢
切
第
二
・
第
三
・（
下
矢
切
睦
会
）

中
矢
切
・
下
矢
切
栄
町
・
（
下
矢
切
日
松
会
）

下
矢
切
第
一
・
第
二
・
第
三

栗
山
第
一
・
第
二
・
下
矢
切
若
葉
町
・
上
矢
切
第
一

常
盤
平
四
丁
目
・
常
盤
平
陣
屋
前

常
盤
平
七
丁
目
・
常
盤
平
柳
町

常
盤
平
三
丁
目
一
五
丁
目
・
六
丁
目

常
盤
平
二
丁
目
・
常
盤
平
双
葉
町
・（
さ
く
ら
）

常
盤
平
一
丁
目
・
常
盤
平
西
窪
町

金
ヶ
作
・
金
ヶ
作
佐
野
・
（
金
ヶ
作
門

前
）

金
ヶ
作

干
駄
堀

散
布
町
会
（
自
治
会
）

※
雨
で
中

止

の
場

合
は

全
日

程

終
了

後
に

実
施
し

ま

す
。
延

期
分
の
日

程
に
つ

い
て
も
広
報

で
お
知
ら
せ

し
ま

す
。

あ
な
た
の
健
康

癌

の
告
知
に

つ
い
て

④
偶
然
に

知
っ
て
し

ま
う
シ
ョ

ッ
ク
を
避
け
ら
れ
る
。

癌
告
知
後
の

心
配
な
点

近
年
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
（
説
明
と
同
意
）
と

い

う
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
、
患

者
さ
ん
は
医
師
か
ら
治
療
の
内

容
、
目
的
、
効
果
に
つ
い
て
十

分
な
説
明
を
受
け

、
納
得
し
た

上
で

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
癌
（
が
ん
）
の

告

知
の

あ
り
方
が
見
直
さ
れ
始
め

ま
し
た
。

さ
ら
に
癌
の
早

期
発
見
や

治

療
の

進
歩
に
伴
っ
て
、
そ
の

完

治
率
、
延
命
率
が
飛
躍
的
に

向

上
し
た
こ

と
や
、
一
般
の
人
た

ち
の
医
療
に
関
す
る
関
心
や

知

識
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

癌
の

告
知
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て

論
争
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
癌
す
な
わ
ち
死
と
考
え

、
一

時
的
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
。

②
再
発
、
転
移
の
不

安
が
つ

き

ま
と
う
。

③
落
胆

、
絶
望
感
に
陥
り

、
闘

病
意
欲
を
失
う
。

癌
告
知
の
条
件

癌
告
知

の
良

い
点

①
患
者
は
真
実
を
知
っ
た
う
え

で

積
極
的
に
治
療
に
参
加
し

、

闘
病
の
計
画
を
立
て
る
こ
と

に
よ
っ
て

、
人

生
の
再
設
計

を
行
い
、
残
さ
れ
た
人
生
を

有
意
義
に
過
ご
す
こ

と
が
で

き
る
。

②
癌
告
知
に
よ
り
医
師
と
家
族

と

患
者
の
関
係
が
円
滑
に

な

り

、
う
そ
を
つ
き
な
が
ら
対

処
す
る
心
労
か
ら
開
放
さ
れ
、

治
療
や
看
護
が
し
や
す
く
な

る

。

③
治
療
後
も
経
過
観
察
を
密
に

で

き
て
、
よ
り
早
く
再
発
や

転
移
を
発
見
で
き
る
。

①
告
知
の

目
的
が
は
っ
き
り
し

て
い

る
こ
と
。

②
患
者
に
受
容
能
力
が
あ
る
こ

と
。

③
医
師
お
よ
び
看
護
者
と
患
者

や
そ
の

家
族
と
の
間
に

、
十

分
な
信
頼
関
係
が
あ
る
こ

と
。

④
告
知
後
の
患
者
の
身
体
お
よ

び
精
神
面
で
の
支
援
が
十
分

に
で

き
る
こ
と
。

実
際
に
は

、
以
上
の

事
柄
を

考
え
、
医

師
と
家
族
と
の
閧
で

相
談
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
に

は
患
者
の
性
格
、
社
会

的
な
背
景
、
人
生
観
、
患
者
の

症
状
、
す
な
わ
ち
ど
こ
の

癌
で
、

ど
の
く
ら
い
の
進
行
度
で
、
ど

の
く
ら
い
の
再
発
率
が
あ
る
か

な
ど
を
、
総
合
的
に

判
断
し
て

行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
と

思
い
ま
す
。（

松
戸
市
医
師
会
）

6月1日は人権擁護委員の日

お気軽にご相談を

「人権を大切に」

1

9

7

施 設 名 設　備　等 費用

閉架書架 音楽、演劇、映像関係図書・雑誌

無料

閲覧ブース
閲覧用モニター
閲籥用ヘッド ホン

ビデオ編集

ＡＢロール編集装置 900円

ビデオ簡易編集装置 300円

効果音・効果音楽検索装置

500円ナレーション室

効果映像検索装置

アニメーション製作装置 800円

ビデオコピ ー装置 500円

ミニシアター 映像・音響装置 300円



松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
て
七
年
目
。
昨
年
は
市
役
所
近
く
の
京

葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ビ
ル
内
に
移
転
し
、
設
備
な
ど
も
充
実
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
毎
年
増
え
て
お
り
、
ま
た
、
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
件

数
は
、
昨
年
度
千
二
十
九
件
で

、
前
年
六
百
七

十
九
件
の
お
よ
そ
一
・
五
倍
と
、
過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。

相
談
の
中
で
も
多
い
の
が
、
悪
徳
商
法
に
よ
る
も
の
で
、
社
会
経
験
の
少
な
い
若
者

や
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
う
そ
の
説
明
を
し
た
り
、
脅

し
た
り
す
る
、
悪
質
な
事
例
も
数
多
く
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
を
狙
っ
て
い

る
悪
徳
商
法
の
手
口

を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

黷
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
・一一
6
5－
6
5
6
5

番

うこんな手口に御用心！
悪徳商法をめぐるトラブル増 え てき た

悪

徳

商
法

の

中
で

、
最

近

増

え

て

い

る
の

が
、

資

格
の

取

得

を

勧

め
る
「
さ
む
ら
い
(
士
)
商
法
」

や
、
ね
ず
み
講
に
似
た
「
マ
ル
チ
・

マ

ル
チ

ま

が

い

商
法

」

な

ど
で

、

特

に

マ
ル

チ

商
法

は

、
七

十

年

代

、

八

十

年
代

に

次
ぐ

第
三

次

ブ

ー

ム

と
い

わ
れ

、

若

者

を
中

心

に

被

害

が

広

が

っ
て

い
ま

す

。

ま
た

、

安

い
と

錯

覚

さ

せ
て

物

を

買
わ

せ

る
「
Ｓ

Ｆ
（
催

眠

）
商
法

」

に

関

す
る

苦

情

、
相

談

も

多

く

寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
契
約
金
額
も

大

き
い

の
で

、
契

約

時

は

慎

重
に

、

解
約
す
る
場
合
は
早
め
に
し
、
ト

ラ

ブ

ル
を

未

然
に

防

ぎ
ま

し

ょ

う

。

悪
徳
商
法
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

契
約
に
関
す
る
相
談
も
、
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
額
の
契
約
、

長
期
間
に
わ
た
る
契
約
に
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

訪
問
販
売
な
ど
で
は
、
ク
ー
リ

ン

グ
オ
フ
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
一
定
期
間
内
で

あ
れ

ば（
訪
問

販
売
は
契
約
日
か
ら
八
日
以
内
）
、

消
費
者
か
ら
一
方
的
に
解
約
で

き

る
と
い
う
も
の
で
す
。

業
者
へ
の
通
知
は
書
面
で

す
る

こ

と
に
な
っ
て

お
り
、
内
容
証
明

郵
便
な
ら
よ
り
確
実
で
す
。

た

だ
し
、
指
定
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
・
権
利
以

外
は
で
き
な
い

な
ど

の
制
限
も
あ
り
ま
す
の
で

、
解
約

を
す
る
と
き
は
。
ぜ
ひ

セ
ン

タ
ー

に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あなたも 狙われています

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

日
々
の
暮
ら
し
の
中
の
、
買
い

物
や
契
約
、
衣
食
住
の
こ
と
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
は
、
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

セ
ン

タ
ー
は
、
皆
さ
ん
が
ト
ラ

ブ
ル
に

遭
わ
な
い

よ
う
ア

ド
バ
イ

ス
し
た

り
、
解
決
の

お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

セ
ン

タ
ー
に
は
、
市
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
相
談
員
が
、
常
時
二
人
待

機
し
て
い
ま
す
。
専
門
的
な
立
場

か
ら

、
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま

す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
電
話
で
も
応
じ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分
に
配

慮
し

、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で

、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

マルチ・マルチまがい商法

１　知 り合 いから電話での誘い

●学生時代の友人から「すごい話がある」「とにか

く会いたい」と電話がかかってきました。内容は

会ってからと言われ、取りあえず話だけでもと、

会う約束をしました。

悪

徳

商

法

に

ひ

つ

か

か

ら

な

い
た

め

に

１
誘
い
の
言
葉
に
気
を
つ
け
よ
う

…
「
今
だ
け
、
こ
こ
だ
け
」
う

ま
い
話
に
ご
用
心
。

２
ほ
ん
と
う
に
必
要
で
す
か
…
断

る
と
き
は
は
っ
き
り
と
。

３
契
約
書
は
ち
ゃ
ん
と
見
よ
う
…

分
か
ら
な
い
点
は
説
明
を
求
め

４
早
め
に
相
談
・
解
決
…
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
ら
周
り
の
人
や
、

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
早
め
に

相
談
を
。
後
に
な
る
と
解
決
が

難
し
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ＳＦ( 催眠)商法

主婦のあなたがターゲット

さむらい(士)商法
ビジネスマンのあなたがターケット

１ 職場に電話がかかってきました

●「○○診断士」「ＯＯプランナー」などの資格を

あげて、資格取得の講座の受講を勧められました。

仕事にも有利になると思い、取りあえず資料だけ

でも送ってもらうことにしました。

２ 電話口ではその気に

●「今なら試験が簡単」「持っていると、将来有利

に」「登録だけでも」との説明で、受講してもい

いかなと思いました。

３ ０ Ｋの返 事をしました

●仕事中なので、あとで資料を見て判断しようと思

いました。

●資料や教材が送られてきます。
結果

●契約したことになっている場合もあります

（電話での契約はクーリンフオフできません）。

●電話をすると、最初の担当者と違う人が電話に出

て、「上司を出せ」「ただですむと思うな」など

と脅したりたりするときもあります。

●解約したいと言っても応じず、高額な解約料を請

求されます。

対 策 ●断るときは、はっきりと。
。解約の通知は、内容証明郵便で。

１ 駅 前でいきなりプレゼント

●駅前で引き換え券を配っていました。見ると、別

会場で品物と交換しますと書いてあります。トイ

レットペーパーなど、日常必需品ですので、もら

いに行こうと思いました。

こんなにあつた悪徳商法

就
職
（
求
人
）

商
法

内

職

商

法

ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ

ー
商
法

見
本
工
事
商

法 点

検

商

法

福

祉

商

法

開
運（
霊
感
）

商
法

キ
ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス

ネ

ガ
テ

ィ

ブ

ォ
オ
プ
シ
ョ
ン

ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
商
法

法商殖利

名
　

称

現
物
ま
が

い
商
法

ね
ず
み
講

会
員
権
商

法 先
物
取
引

商
法

原
野
商
法

デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
ー（

ご
み
処
理
器
）
、
着

物
、

タ
レ
ン
ト

ー
モ

デ
ル

養
成
講
座

宛

名
書

き

、
チ

ラ

シ
配

り
な
ど
の
材

料
、
指
導
料

な
ど
。
軍
手

、
く
つ
下

、

ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
、
「
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な

ど
の
製
作
機
械

。
ワ

ー
プ
ロ

な
ど
。

な
べ
、
婦
人
下
着
、
浄
水
器

ベ
ラ
ン
ダ
、
カ
ー
ポ
ー
ト
、
外
壁
サ
ィ

デ
ィ
ン
ブ
（
工
事
）
、
サ
ン
ル
ー
ム
、
給

湯
シ
ス
テ

ム

羽
毛
ふ
と
ん
、
消
火
器
、
白
ア
リ
駆
除

ハ
ン
ド
フ
リ
ッ
プ
、
募
金

印
鑑
、
仏
具
、
神
具
、
占
い

化

粧
品

、
美
顔
、
全
身
美
容
サ
ー
ビ
ス

ハ

ン

ド
フ

リ
ッ

プ（

握
力
増
進
具
）
、
雑

誌

※
送
り
つ

け
商
法

英
会
話

教
材

、
会
員

権
、
着
物
、
美
顔

サ

ー
ビ
ス

金
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
、
ゴ
ル
フ

ク
ラ

ブ

会
員
権

金
銭
、
有
価
証
券
な
ど
の
配
当
組
織

リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員
権
、

ゴ
ル
フ

ク

ラ
ブ
会
員
権

海
外
市
場
の
大
豆
、
砂
糖
、
石
油

な
ど

の

商
品

取

引
。

国

内

市
場

の
金

、
大

豆
、
砂
糖
、
生
糸
な
ど
の
商
品
取
引

山
林
、
原
野
、
土
地
販
売
の
仲
介

主
な
商
品
、
サ

ー
ビ
ス

「

社
員
募
集
」
や
「
ア
ル
バ

イ
ト
募
集
」
の
広

告
を
出
し

、
応
募
し
た
人
に
商
品

を

売
り
つ

け
る
。
主
婦
の
相
談
が
多
い
。

「

宛
名
書
き
で
自
宅
収
入
を
」
「
技
術
を
身
に
つ

け
て

高
収
入

を
」
な
ど
と
、
広

告

や
ダ
イ
レ

ク
ト
メ

ー
ル

で
勧
誘
。
材
料
や
機
械

を
売
り
つ

け
た
り
す
る
。
購
入

者

は
材
料
、
機

械
を
使
っ

て
仕
事
を
し
て

も
収
入
は

得
ら
れ
ず
投
資
金
が
無
駄
に

な

る
。
主

婦
の

相
談
が
多
い
。

「

料
理
の
講
習
会
を
開
き
ま
せ

ん
か
」
「
ホ
ー
ム
パ

ー
テ

ィ
ー
を
開
き
ま
せ
ん
か
」

な
ど
、
隣
近
所
の

主
婦
を
集
め
さ
せ
て
高
額
な
商
品

を
買
わ
せ
る
。
主
婦
の
相

談

が
多
い
。

「
目

立
つ
場

所
で
宣
伝
に
な
る
」
「

カ
タ
ロ
グ
に
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
も
ら
う
」

な

ど
特
別
に
安

く
す
る
よ

う
に
弓
つ
が
、
実
際
は
少
し

も
安

く
な
い
。

点
検
に
来
た
と
訪
問

。
「
ふ
と
ん
に

ダ
ニ

ガ
い

る
」
「
白
ア
リ

被
害
し
「

壊
れ
て
い

る
」
な
ど
と
だ
ま
し
て
代

替
品
を
売
り
つ

け
る
。
主
婦
の

相
談

が
多
い
。

「
目
の
見
え

な
い

人
に
盲
導
犬
を
贈

る
」
な
ど
福
祉
目
的

を
う
た
っ
て

商
品
を
買

わ

せ
る
。
無
断
で
商
品

を
郵

送
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
（
送
り
つ
け
商
法

）
や

訪
問
販

売
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い

。

「
先
祖
の
た
た

り
で

不
幸
に
な
る
」
「

購
入

す
れ
ば
不
幸

が
ら
免

れ
る
」
な
ど
と
、

人
の

不
幸
や
不
安
に
つ
け
込

み
、
高
額
な
つ

ぼ
や
数
珠
（
じ
ゆ
ず
）
、
印

鑑
な
ど

を

買

わ
せ

る
。
女
性
の
相

談
が
多
い
。

駅
や

繁
華
街
の
路
上
で
ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
な
ど
と
称
し
て
近
づ
き
、
喫
茶

店
や
営

業
所
に

連
れ
込
み
、
商
品

や
役
務
の

売
買
契
約
を
結
ば
せ
る
。
若
い
女

性
の

相
談

が
多
い

。

注
文
（

申
し
込
み
）
し
て
い

な
い

商
品

を
一
方
的
に

送
り
つ
け
、
消
費

者
が
受

け

取
っ
た
以
上

、
支
払
わ
な
け

れ
ば

な
ら
な
い

と
勘
違
い
し
て
支
払
う
こ
と

を
狙
っ

だ
商
法

。
代
金
引
換
郵
便

を
悪
用

す
る

も
の
も

あ
る
。

「

景
品
が
当
た
っ
た
」
「

あ
な
た
が
当
選
し
た

」
「
無
料
サ
ー

ビ
ス
し

ま
す
」
「
会
っ

て
お
話
し
た

い
」
な
ど
と
勧
誘
目
的

を
隠
し

て
喫
茶

店
や
営
業
所
に
呼
び
出
し

、

商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る

。
そ
の

際
、
異
性
間
の
感
情
を
利
用
し
た

も
の

を
「

デ
ー
ト
商
法
」
と
も
い

う
。
若
者
の

相
談
が
多
い
。

金
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど

を
業
者

が
売
り
つ

け
て
、
そ

れ
を

一

定
期
間
預
か

り
、
利
子
を
つ
け
て
返
す
と
い

う
も
の

だ
が
、
実
際
、
現
物
は
消

費

者
に
引

き
渡

さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
業
者

が
現

物
を
持
っ

て
い
る
か
も
疑

わ
し
い

。

豊
田
商

事
事
件
は
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

先
に
組
織
に
加
入
し

た
者
が
、
後
に
組
織
に
加
入
し
た

者
か
ら
金
銭
な
ど
を
受
け

取
る
と
い

う
配
当

組
織
。
「

無
限
連
鎖
講
の
防
止
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
、

金
銭
に
限

ら
ず
有
価
証
券
な
ど
も
禁
止

さ
れ
た

。

「

将
来

値
上
が
り
す
る
」
「

有
利
な
利
殖
」

を
口
実
に
勧
誘

。
あ
と
で

顧
客
か
ら
買

い
戻
し
や
転
売

依
頼
の

話
を
受
け
て
も
応
じ

な
い

。

取
引
の
仕
組
み

な
ど

を
話
し
て
帰
っ

た
後
、
「

絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
」
と
興
奮
し
た
口

調
で
電
話
し
て

く
る
。
そ
の
後
「
も
う
取
引
し
た
」
と
契

約
を
強
要
す
る
。
い
っ

た
ん
契
約
に
応
じ

る
と
取
引
を
や
め
ず
に
次
々
に
お
金

を
出

さ
せ
、
大
損
に

導
く
。

「
将
来
値
上

が
り
は
確
実
」
な
ど
と
偽
り
、
ほ
と
ん
ど
価
値
の

な
い
原

野
な
ど
を
、

時
価
の

何
十
倍

も
の
高
値
で

売
り
つ

け
る
。
最
近
は
、
原
野

な
ど

を
だ
ま
さ
れ
て

買
っ
た
人
を
転
売
話
で

釣
り
、
お
金
を
だ
ま
し
と
る
と
い

う
二

次
被
害
も
お
き
て

い
る
。
高
齢
者
の
被

害
が
多
い
。

主
な
販
売
方
法
と
特
徴
や
問
題
点

６

月

定

例
市

議

会

開

催

予

定

平
成
６

年
松
戸
市
議
会
６
月
定

例
会
は
、
６
月
９
日
困
か
ら
６

月

2
1日

㈹
ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。請

願
・
陳
情
は
６
月
６
日
囲
午

後
５
時
ま
で

に
提
出
し
て

く
だ
さ

い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
い
で

く

だ
さ
い
。

蠢
市
議
会
事
務
局

議
事
課

2
1

７
／
１ ６１ ５１ ４１ ３１ ０１ ９ 期

　
日㈲ 捌 困 團 図 側 廁 困

本
　
　
会
　
　
議

常

任

委

員

会

本
　
　
会
　
　
議

招
集
日
・
本
会
議

会

議

予

定

議
案

等
の

議
決

議

案
等
の

審

査

一
　
般
　
質
　
問

議
　
案
　
説
　
明

主

な

内

容

特

別

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

障

害

者

等

福

祉

手

当

の

額

が

変

わ

り

ま

し

た

４

月
か
ら
左
表
の
と
お
り
改
定

に
な
り
ま
し
た
。

手　 当　名 旧( 改定前) 新( 改定後)

特別児童扶養手当１級 4Z,160円 ∠17,800円

〃　　２級 31,∠MO円 31,閲O円

特 別 障 害 者 手 当 24,630円 24,960円

障 害 児 福 祉 手 当 13,390円 13,580円

福祉 手 当( 経 過措 置) 13,390円 13,580円

や

め

よ

う

電

柱

等

へ

の

張

り

紙

、

張

り

札

、

立

看

板

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合

に
は
、
届
け
出
を
し
て
許
可
を
受

け
て

く
だ
さ
い
。

蠢
建
築
指
導
課
庶
務
係

５

月
3
1日
図
は
軽
自
動
車
税

の
納
期
限
で

す
。
憲
収
納
課

児

童

扶

養

手

当

の

額

が

上

が

り

ま

し

た

４

月
か
ら
の
支
給
額
全
部
支
給

上

二
万
八
千
八
百
六
十
円
↓

三
万

九
千
三
百
八
十
円
、
一
部
支
給
＝

二
万
六
千
十
円
↓

二
万
六
千
三
百

七
十
円

※
郵
便
局
で
の
受
給
者
に
は
、
８

月
期
分
の
証
書
の
交
換
に
つ
い

て
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

銀
行
で
の
受
給
者
に
は
、
引
き

上
げ
後
の
金
額
を
、
８

月
に
振

り
込
み
ま
す
。

黷
援
護
課
援
護
係

５
月

は

特
別
土

地

保
有
税

（
保

有

分
）

の
申

告
納
付

月
で

す

対
象
と
な
る
土
地
①
昭
和
4
4年

１
月

―
日
以
後
に
取
得
し
た
土
地

（
市
街
化
区
域
内
に
所
在
す
る
土

地
以
外
の
土
地
で
、
所
有
期
聞
か

十
年
を
超
え
る
土
地
を
除
く
）
を
、

６

月

１

日

伽
～
1
4
日

㈹

図

書

館

は

休

館

し

ま

す

市
立
図
書
館
は
６
月
１

囗
圉
か

ら
1
4日
㈹
の

間
、
特
別
整
理
期
間

の
た
め
本
館
・
分
館
・
み
ど
り
号

と
も
休
館
し
ま
す
。
こ
の
期
間
、

図
書
館
は
図
書
の
点
検
や

、
施
設

・

㈲
品
等
の
整
備
・
改
修
な
ど
を

行
い
ま
す
。

蠢
市
立
図
書
館
四
6
5－
5
1
1
5

番８

月
3
0
日

輿

市

民

会

館

は

休

館

・

受

け

付

け

も

休

み

で

す

市
民
会
館
は
、
非
常
用
発
電
装

置
等
点
検
整
備
に
よ
り
館
内
が
停

電
に
な
り
ま
す
の
で

、
８
月
3
0日

㈹
は
臨
時
休
館
し

ま
す
。

黷
市
民
会
館

｀
6
8－
1
2
3
7

番

建

築

物

実

態

調

査

に

ご
協

力

を
こ
の
調
査
は
、
最
近
の
建
築
物

と
住
宅
の
建
築
状
況
な
ど
を
調
査

し

、
国
や
県
の
住
宅
行
政
等
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

６
月
1
0日

窗
か
ら
3
0日
内
の
間

に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で

、
調

査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

。

蠢
建
築
指
導
課
庶
務
係

平
成
６

年
１
月
１
日

現
在
、
市
内

に
一
定
の
要
件
で
五
千
平
方
㍍
（
昭

和
6
1年
１
月

―
日
以

後
に
取
得
し

た
土
地
に
つ
い
て
は
、
千
平
方
㍍
）

以
上
の
土
地

を
保
有
し
て
い
る
個

人
お
よ
び
法
人
②
①
以
外
の
も
の

で
、
昭
和
5
7年
４

月
１
日
か
ら
平

成
４
年
１

月
１
日
ま
で
の
間
に
、

市
街
化
区
域
内
に
三
百
三
十
平
方

μ

（
昭
和
6
3年
３
月
3
1日
ま
で
の

間
に
取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て
は
、

五
百
平
方
㍍
）
以
上
の
一
団
の
土

地

を
取
得
し
て
い
て

、
平

成
６
年

１
月

―
囗

現
在
、
住
宅
を
建
て
る

な
ど
の
有
効
利
用
を
せ
ず
に
保
有

し
て
い
る
個
人
お
よ
び
法
人
　

税

額
土
地
取
得
価
額
に
、
一
・
四
％

を
乗
じ
た
額
か
ら
、
固
定
資
産
税

相
当
額
を
控
除
し
た
額
　

申
告
納

付
期
限
５

月
3
1日
㈹

蠢
税
制
課
諸
税
係

使
用
料
等
の
徴
収
業
務
を
委
託
し
ま
し
た

日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
一
般
廃
棄

物
処
理
手
数
料
の
徴
収
業
務

ク
リ
ｊ
ン
セ
ン
タ
ー
の
一
般
廃
棄
物
処

理
手
数
料
の
徴
収
業
務

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｊ
体
酉
施
設
の
哽
用

頤
の
徴
収
業
務

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
使
用
料
の
徴

収
業
務

市
民
劇
場
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

女
性
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

体
育
施
設
（
連
動
公
圃
・
栗
ヶ
沢
公
圜

庭
球
場
・
小
金
原
体
育
館
・
常
盤
平
体

育
眤
）
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

文
化
ホ
ー
ル
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の

使
用
料
の
徴
収
業
務

公
民
館
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
徴
収

業
務

釁
少
年
会
館
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

市
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

戸
定
歴
史
館
の
入
館
料
の
徴
収
業
務

勤
労
会
館
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

松
戸
市
休
日
・
土
曜
日
・
夜
問
歯
科
診

療
所
の
料
金
徴
収
業
務

市
立
博
物
鼈
の
観
覧
料
収
納
事
務

松
戸
駅
西
口
地
下
駐
車
場
の
料
金
徴
収

業
務

委

託

業

務

松
戸
市
河
原
塚
二
六
ｉ
一

日
暮
Ｃ
Ｃ
運
転
管
理
業
務
共
同
企
業
体

（
代
表
者
）
松
戸
市
清
掃
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事
・
田
中
鬯
鏡

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
一
－
一
二
―
一
二

日
本
鋼
管
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長
・
和
泉

宏

松
戸
市
根
本
一
二
八
七
－
五

鬩
松
戸
市
施
設
管
理
公
社

理
事
長
・
山
縣

實

松
戸
市
竹
ヶ
花
四
五

衛
生
会
館
内

社
団
法
人

松
戸
歯
科
医
師
会

会
長
・
艮
坂

允

中
央
区
八
重
洲
一
丁
一
―
五

日
本
キ
ャ
リ
エ
ー
ル
㈱

代
表
取
締
役
・
澤
井
購
夫

中
央
区
新
川
一
－

一
八
－
一
一

東
陽
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長
・
増
測
弘
機

委
　
　

託
　
　

先

日
暮
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

啻
囹
－
６
５

［｛
‥ら
番

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

昔
8
4１
３
１

１
５
番

東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

き
胴
－
１
１

４
１
番

社
会
教
育
課

女
性
セ
ン
タ

ー

き
6
4ｊ

（
Ｑ
／
フ
８
番

ス
ポ
ー
ツ
課

酋
6
3１
９
２

４
１
番

文
化
ホ
ー
ル

啻
6
7
－
７
８

１
０
番

矢
切
公
民
館

豐
6
8－
１
２

１
４
番

健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

酋

6
5－

５
５
８

１ 羈
少
年
会
館

啻
4
4
－
８
５

５
Ｇ
番

市
民
課
、
地

域
振
興
課

戸
定
歴
史
館

壼
6
2－
２
０

５
０
番

商
丁
ふ
課

保
健
衛
生
課

市
立
博
物
館

き
8
4－
８
１

８
１
番

再
開
発
課

担

当

課

※
期
間
…
４

月
１
日
か
ら
平
成
フ
年
３

月
3
1日

ま
で
。

た
だ
し

女
性
セ
ン

タ
ー

の
み
竹
月
3
0日
ま
で

黷

各
担

当

課

児
童
手
当

６

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

児
童
手
当
６
月
期
分

（
２

月
～

５
月
分
）
を
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。
６
月
1
0日

窗
以
降
に
受

け
取

っ
て

く
だ
さ
い
。

対

象
①
現
況
届
を
期
間
内
に
提

出
し

、
引
き
続
き
受
給
資
格

が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
人
②
平
成
５
年

６

月
以
降
、
新
規
に
認
定
さ
れ
た

人申

請

は

お

済

み

で

す

か

要
件
①
三
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る

②
保
護
者
の
前
年
の

収
入
が
一
定
未
満
で

あ
る
　
支
給

額（
月
額
）第
一
子
・
二
子
＝
五
千

円
、
第
三
子
以
降
一
万
円

（
申
請

し
た
翌
月
か
ら

支
給
し
ま

す
）

受
付
窓
口
援
護
課
・
市
民
課
・
各

支
所

現

況

届
（
更

新

手

続

き

）
を

早

め

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
届
け
は
毎
年
６
月
１
日
に

お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
が
あ

る
か
と
う
か
を
、
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
と

、
６
月
分
以

降

の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は

、

現
況
届
の
用

紙
を
送
付
し
ま
す
。

受
付
期
間
６
月
１
日

困
～
3
0日

困
　
受
付
窓
口
援
護
課
・

各
支
所

熈

援
護
課
援
護
係

お

も

ち

ゃ

の

図

書

館

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ハ

ン
デ
ィ
を
持
っ
た
お
子
さ
ん
が
、

楽
し
く
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
発
達

が
促
さ
れ
、
お
も
ち
ゃ
を
通
じ
て

お
母
さ
ん
や
お
友
達
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
を

目

的
に
、
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
を

開
館
し
て

い
ま
す
。

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開 館 日 開館時間

第２･４
水曜日

午後
１時～４時

第1・3
土畷日

午後Ｏ時30
分～３時30
分

第２･４
土曜日

●
ハンディ

のあるお子
さんのみ

午後
〇時30

分～３時3(〕

分

場
所
松
戸
市
本
町
一
四
－

二
第

一
生
命
ビ
ル

三
階
第
四

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
室
内
（
松
戸
駅
西
口
徒
歩
五

分
）

蠢
市
社
会
福
祉
協
議
会

合
６８
ｊ
Ｏ

５
０
３
番

お

め

で

と

う

結

婚

五

十

周

年

金

婚

ご
夫

婦

に

お

祝

品

贈

呈

対

象
昭
和
1
9年
９

月
１
日
～
2
0

年
８
月
3
1日

に
婚
姻
し
、
夫
婦
と

も
に

健
在
の
市
内
在
住
者

惠
７
月
1
5
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に
夫
婦
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
結
婚
年
月
日
・
町
会
名
を
記

入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四

―

二
松
戸

第
一
生
命
ビ
ル
内
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係
（
・
1
6
8

－
0
5
0
3

番
）
へ

※
本
人
か
ら
の

申
請
で
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
知
り
合
い
で

該
当
す

る
人
が
い
ま
し
た
ら
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

あなたを狙

あな たのトラブル解決し ます

松 戸 市

消 費 生 活 セ ン タ ー

〒271 松戸 市小 根本ｱｰ8

京 葉ガ スＦ 松戸第2

ビ ル5階

Ｓ･65-6565 番

相談時間…月～金曜日､午前

９時～午後４時

黯
し
あ
わ
せ
課
給
付
係

若いあなたがターゲット

契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

あ
な
た
を
守
る
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ 英

会
話
や
資
格
取

得
講
座
の
授

業
料
な
ど
で

は
、
非

常
に
長
期
間

の
契
約
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で

、

契
約
時
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
契
約
は
口
頭
で

も
成
立

し
、
例
え
ば
電
話
口
で
Ｏ
Ｋ

の
返

事
を
し
た
だ
け
で

も
契
約
に
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

悪
徳
商
法
…
最
近
の
傾
向

２ 喫茶店 に行ってみ ると

●「素晴らしい人に会わせる」と言われ、少しする

と、高級品ばかりを身につけた人物が現れました。

そしてサークルへの入会を勧めます。

●その人物は次々とサークルでの自分の成功話をし

ます。「サークルのおかげで海外旅行に10回行け

た」「車を３台持っている」など。さらに友人が

自分の体験を踏まえ「人生が変わる」「今のまま

でいいの」などと後押しするので、入会してもい

いかなと思いました。

３ 納得→契 約しま した

●「入会すると、収入が今の○○倍になる」「一緒

にがんばろうよ」と勧められ、入会しました。

●準備資金がありませんが、ローンで借りることに

しました。毎月だったの○○千円ですし、すぐに

もうかつて、返せると考えたからです。「私もや

っているんだから大丈夫」と友人も太鼓判です。

●思うほど収入は増えず、出資額さえ取り戻。
結果　

せない場合がほとんどです。

●あなたも被害者ですが、もとを取ろうと友人を勧

誘すればあなたが加害者になります。人間関係に

もヒビが入ります。

対策 ●
うまい話にのらないこと。誘ってくる知り

合いには、アドバイスしてあげましよう。

２ 会場に入ってみ ると

●少し狭い感じの部屋に、ぎっしり人が詰め掛けて

いました。

●最初は、プレゼントとして日用雑貨を次々と配っ

ています。無料ですが、「先着順ですので手をあ

げてください」と言われ、会場全体が、熱気を帯

ぴてきました。

３ 次々と品物が出てきます

●「数に限りがある」「宣伝していないから良いも

のが安い」「今、ここでしか手に入らない」など

と言われ、だんだん高額な品物が出てきますが、

大幅な割引ですので、買うことにしました。

４ 高額かなと思 い ましたが、契約 しました

●最後の方で、高額な商品が出てきました。「60万

円の０００００が、今日だけ20万円 ／」と、３分

の１の価格でしたので、購入契約をしました。

結果 ●
あとになって冷静に考えてみると、ちっと

も安くありません。

●会場にいた人の、一部がサクラだったということ

もあります。

対策 ●
クーリンブオフはできます。

。不要と判断したら、早めに通知を。一定期

間をすぎると、解約が困難になります。

困
っ
た
と
き
は

消
費
生
活
相
談



※タイトルが色刷りのものは、市の
主催です。

お

は

な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
体

験

講

座
・
人

形

劇

の
人

形

づ
く
り

６

月
１
日
困
・
８
日
團
・
1
5圉

（
全
三
回
）
、
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分

会
場

お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン

事
業
所
（
青
少
年
会
館
内
）

定
員
先
着
十
五
人
　

費
用
三
千
円

（
材
料
費
ほ
か
）
　
持
ち
物
大
型
カ

ッ
タ
ー
・
エ
プ
ロ
ン

な
ど

巒
電
話
で
市
立
図
書
館
音
6
5－
5

1
1
5

番
へ

お
母

さ

ん

の

た

め

の

お

は

な

し

教

育

集

中

講

座

６

月
３
日
金
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　

内
容

絵
本
の

見
せ
方
・
語
り
方
、
短
い
お
は
な

し
の
語
り

方
　
費
用
テ
キ
ス
ト
代

千
二
百
円
　

定
員
先
着
七
十
人
（
二

歳
以
上
の

保
育
十
人
ま
で
あ
り
）

匣
５

月
3
1日
㈹
ま
で
に

、
電
話
で

鰰
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

｛
尨
一－
3
0
3
7

番
へ

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

５

月
2
8
日
出

午

後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場

青
少
年
会
館

樋
野
口
分
館
　

費
用

無
料
　

対
象

高
校
生
以
上
の
人
・
先
着
二
十
人

（
三
十
歳
未
満
の
人

優
先
）

匣
電
話
で
青
少
年
会
館
本
館
登
4
4

1
Q
）［
Ｄ［
Ｄ
冖
り
番
へ

福

祉

と

の

ふ

れ

あ

い

入

門

教

室６

月
５

日

収
〔
講

習

〕
・
７

日

㈹

〔
施

設

実

習
〕
、
時

間
は

と

も
に

午

前
1
0
時
～

午

後

４

時
　

会
場

習

志

野

市

総
合

福

祉

セ
ン

タ

ー

（
京

成

津
田

沼
ま

た

は

Ｊ
Ｒ

津
田

沼

駅

南

口

か

ら

バ
ス

利

用

）
　

内

容

社

会

福

祉

施

設
で

の

体

験

を

通
し

て

、

福

祉

に

必
要

な

知

識
や

技
術

を

習

得

し

ま

す

。

定

員

先

着
三

十

人

圉

電

話
で

、

県

福
祉

人

材
セ

ン

タ

１

容
0
4
3
－
2
4
8－
1
2
9
4

番

へ

講
座
・
講
演

外

国

人

の

た

め

の

初

級

日

本

語

教

室

午
前
の
部
＝
６
月
６
日
～
平
成

７

年
３
月
1
3日
の
毎
週
月

曜
日
午

前
1
0時
3
0分
～
正
午
、
夜
間
の
部

＝
６
月
７
日
～
平
成
７

年
３
月
1
4

日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７

時
～
８

時
3
0分
　

会
場
市
役
所
研

修
室

講
師
柎
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
会

員
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
　

対
象
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
外
国
人
で
日

本
語
が
あ
ま
り
話
せ
な
い

、
ま
た

は
全
く
話
せ
な
い
人
・
各
四
十
人

費
用
千
円

※
周
り
に
対
象
と
な
る
人
が
い
た

ら
、
教
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

匣

電
話
で
剛
松
戸
市
国
際
交
流
協

会
（
市
役
所
内
）
へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

座

６
月
２
日
～
７
月
７
日
の

毎
週

木
曜
日

、
午
後
７

時
～
９

時
　
会

場
青
少

年
会
館
　
対

象
青
少
年
の

初
心
者
　
費
用
千
円

周一
サ
ン

デ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・

横
山
昔
4
1－
9
8
4
6

番

親

子

手

芸

教

室

６
月
1
2日
旧

午
後
１
時
～
３

時

会
揚
市
民
会
館
　
内
容
ビ
ー
ズ
手

芸
　
対

象
市
内
小
・
中
学
生
と
保

護
者
・
先
着
五

十
人
　

費
用
無
料

匣
５
月
3
1日
㈹
ま
で
に

、
電
話
で

松
戸
市

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
こ

ど
も
課
内
）
へ

酒

害

講

演

会

５
月
3
0日
囲
午
後
２
時
～
４

時

会
場
松
戸
保
健
所
　
内
容
「
日

常

に
ひ
そ
む
ア
ル
コ

ー
ル

開
題
」

講
師
初
石
病
院
精
神
科
部
長
・
三

船
英
男
氏
　

費
用
無
料

固
松
戸

保
健
所
予
防
課

昔
6
1－
2

1
2
1

番

家

庭

教

育

学

級

合

同

開

級

式

記

念

講

演

会

６

月
７
日
内
午
前
1
0時
～
正

午

会
場

市
民
会
館
　
費
用

無
料
　
講

師
教
育
評
論
家

こ
之
藤
豊
吉
氏

テ
ー
マ

「
子
の
心
・
親
知
ら
ず
～

我
が
子
の
心
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
」

黯
矢
切
公
民
館
登
6
8－
1
2
1
4

番

流

山

青

年

の
家

芸

術

倶
楽

部

「
舞

台

照

明

技

術

研

修

会

」

５
月
2
8日
出
～
2
9日
収

二

泊

二
日
）
　

会
場
県

立
流
山
青
年
の

家
　
対
象
青
少

年
・
成
人
　

費
用

二
千
四
百
円
　
定
員
五
十
人

圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
・
電
話

肯

了

送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を

記
入
し
、
〒
2
7
0
－
0
1
流
山
市
中
一

一
〇
県
立
流
山

青
年
の
家
（
ａ
ｏ

４
７
１
－
5
9－
2
0
0
4

番
）
へ

明

る

い

社

会

づ

く

り

松

戸

推

進

協

議

会

「

家

庭

教

育

講

演

会

」

６
月
７
日
㈹
午
前
1
0時
開
演

会
場
市
民
劇
場

内
容

「
も
っ
と

き
い
て

、
ぼ
く
の
心
、
わ
た
し
の

心
」
　
費
用

無
料

鴟
吉
田
音
6
5－
7
3
8
9

番

音

楽

の

広

場

（

合

唱

講

座

）

５

月
2
4
日

㈹
午

後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

市

民
劇
場

費
用
二
千
七
百
円
（
初
回
の
み

）

問
矢
切
公
民
館
容
6
8－
1
2
1
4

番ス

ペ
イ
ン
語
入

門
講
座

日

時

6/2 ・9 ・30、7/14 ・28、9/8 ・22・29、
10/13 ・27、11/10・24、12/8 ・22、

平成７年1/12 ・26、2/9 ・23、3/2 ・16

の各木曜日、午後７時～８時30分

会場…市民会館　講師…東京大学水産学部

イサイアス・サルガド・ウガデ氏
対象…初心者・先着10人　費用…3,000円

圃電話で側松戸市国際交流協会(市役所内)へ

母

子

・

寡

婦

家

庭

対

象

和

裁

講

習

会

６

月
１９
一
・
1
9・
2
6日

、
７

月
1
0
・

1
7・
効
一
日

、
９

月

］１１
・
1
8
日

、
1
0

月
９

・
2
3
日

、
幵
一
月
1
3
・
2
7
日

の

各
日

曜

日

、
午

後

Ｏ
時
3
0
分

～
４

時
3
0
分
　

会
揚

矢

切
公

民

館
　

内

容

じ

ゅ
ぱ
ん

、
浴

衣

、

ウ

ー
ル

着

物
の

製

作

（
初

め
て

の

人

も

、

初

歩
よ

り

指

導
し

ま

す

）
　

費

用

無

料

（
材

料

費
は

自

費

）
　

持

ち

物

裁
縫

セ

ッ

ト

、
白

カ

タ
ン

糸

、

針

三

の

三

、
初

め
て

の
人

は

サ

ラ

シ

布
一
反

と
浴

衣

地

匣
６

月
７

日

㈹

ま

で
に

、

電
話
で

福
祉

事

務

所
福

祉

係
へ

母

子

・
寡

婦

家

庭

対

象

手

芸

・

編

み

物

講

習

会

６

月
５

・
1
9日
、
７

月
３

・
1
7日

、

９

月
４
・
1
1日

、
1
0
月
２
・
1
6・
3
0

日

、
１１
一
月

６

・
2
0
・
2
7日

の

日

曜

日

、
午

後
ｏ

時
3
0
分

～
４

時
3
0
分

会
揚

女

性
セ

ン

タ

ー

（
旧

婦
人

会

館
）
　

内

容

小

物

類
な

ど

の

手

編

み

（

初
め

て

の

人

も

、
初

歩

よ
り

指
導

し
ま

す

）
　

費
用

無

料

（

材

料
費

は

自
費

）
　

持
ち

物

編
み

棒

（
四

号
⊥

（

号

）
、

筆
記

用

具

、

残

り
毛

糸

（
毛

糸

の

な
い

方

は

会

場

に

も

あ

り
ま

す

）
、

物

差
し

圃
５

月
3
1
日

㈹

ま
で

に

、

電

話
で

福

祉

事
務

所

福

祉

係
へ

家

庭

看

護

教

室

定
員
先
着
二
十
五
人
（
男
性
歓

迎
）

圃
６
月
３
日
窗
ま
で
に

、（

ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

体

験

教

室

「
布

を

織

る
」

５

月
2
5日
か
ら
７
月
1
3日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
前
1
0時
か
ら
と
午

後
２
時
か
ら
各
二
時
間

定
員
各

回
三
人
　
費
用

無
料

兩
直
接
博
物
館
受
付
へ
、
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
希
望
日
時
を
記
入
し
、
〒
2
7
0

松
戸

市
千
駄
堀
六
七
一
市
立
博
物

館
（
丹一
8
4－8
1
8
1

番
）
へ

絵

画

初

心

者

講

座

６

月
1
0日
～
７
月
８
日
の
毎
週

金
曜
日

、
午
前
1
0時
～
正
午
　

会

場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
水

彩
画
・
油
絵
・
ア
ク
リ
ル
画
　
定
員

先
着
十
人

費
用
三
千
円
（
五
回
分
）

圃
電
話
で
稔
ア
ー
ト
・
池
田

容
8
6

－
8
7
8
5

番
へ

松
戸
国

際
高
校
開

放
講
座

「
楽
し

い
書
道
」

日

時

6/4･18 、7/2 ･16 ・23、8/27 、

9/3 、10/1 ・15・29、11/5 ・19、

12/3 ･17 、平成 ７年1/7･21･28 の

各土曜日 、午 前９時20 分から１ 時間 半

程度

会場…松戸国際(|日松戸東)高校
講師…同校教諭　定員…30人(抽選)

費用…教材費のみ自己負担

昌松戸国際高校登86－ 0563番

話
番
号
・
参
加
動
機
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松
戸
保
健

所
保
健
指
導
課
家
庭

看
護
担
当

（
S
6
1－
2
1
2
1

番
）
へ

日 時 内 容 会場

6/17
廁

午

７

時

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

社会の変化と心構え

福 祉制 度ほか

松戸

保健所

2椢

家庭看護の実際

Part１

家庭での応急手当

中剣呆健

センター

7/1

廁

家庭看護の実際

Part２

松戸

保健所

8廁

老人性痴呆とその予防医

師への上手な劭勍

施 設実習

老人保健

施設

梨香苑

15廁

栄養と食事

座談会

修了式ほが

松戸

保健所

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
教

室日　時 内　容 会　楊

６／２附

午後１時30分

～３時30分

・開 講式

･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ を始めるにあたって
社会福祉協議会

3廁
・車イスの扱い方

・ガイド ヘルプについて

６§ ・老人介護について 中央保健センター

7㈲ 午後１時30分
～３時

・特別養護老人ホーム

・体験学習

特別養護老人ホー

ム「南花園」8伽

10廁
午後１時30分

～３時30分

・福祉映画

・閉講式
社会福祉協議会

定
員
三
十
人
　

費
用
無
料

圃
５

月
2
3日
側
か
ら
2
7日

窗
ま
で

に
、
電
話
で

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン

タ
１

一`
6
2－5
9
6
3

番
へ

募
集
し
ま
す

女

性

の

つ

ど

い

唄

実

行

委

員

を

募

集

「
女
性
の
つ

ど
い
」
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
女
性
問
題
の
解
決
を
目
指
し

て

、
性
の
違
い

、
世
代
の
違
い
を

超
え
て
語
り
合
う
広
場
で
す
。

自
分
と
自
分
の
周
り
を
も
う
一

度
見
つ
め
直
し
た
い
方
、
企
画
・

斎
営
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の

方

匣

５

月
2
3
日
興
～
2
7
日

窗
ま
で

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・「
実
行
委
員
に

応
募
」
と
記
入

し

、
〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四

―
一

〇
女
性
セ
ン

タ
ー
（
容
6
2－
5
6

9
5
番
）
へ

看

護

婦

・

准

看

護

婦
募

集

資
格
四

十
歳
ま
で

の
有
資
格
者

お
よ
び
来
春
養
成
機
関
卒
業
見
込

み
の
人
　

選
考
面
接
と
健
康
診
断

に
よ
る

匣
６

月
1
7日
廊
ま
で
に

、履
歴
書
、

資
格
免
許
の
写
し

（
在
学
中
の
人

は
成
績
証
明
書
と
卒
業
見
込
み
証

明
書
）
を
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で

〒
2
7
1
松
戸
市
高
塚
新
田

こ
一
三
－

一
三
市
立
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
東

松
戸
祠
院
総
務
課
（
容
9
1－
5
5

0
0
内
線
2
2
1
6

番
）
へ

※
パ

ー
ト

希
望

も
受

け
付
け

ま

す
。
市
内
の
医

療
機
関
勤
務
者

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

財

団

法

人

土

屋

文

化

振

興

財

団

に

よ

る

助

成

金

の

案

内

対
象
県
内
在
住
者
ま
た
は
県
内

で

活
躍
し
て
い

る
個
人
お
よ
び
団

体
　
助
成
分
野
基
礎
医
学
、
伝
統

芸
能
、
伝
統
技
芸
、
音
楽
、
演
劇
、

絵
画

、
工
芸
、
彫

刻
、
ス

ポ
ー
ツ

助
成
金
額
五
十
万
円
～
百
万

円

募
集
期
間
６

月
１
日
圉
～
８

月
1
0

日
困

愬
剛
土
屋
文
化

振
興
財
団
登
6
4－

3
6
8
9

番

少
女
漫
画
の

よ
う
で
す

が
、
出
会
い

は
中

学
校
の

あ
る
教
室
、
同

級
生
と
し

て
で
し
た

。

卒
業
し
て

か
ら
付
き
合
い

を
始
め
て
二
十
三

歳

で
ゴ
ー
ル

イ
ン

。
結
婚
で

き
た
こ

と
が

、

な
に

よ
り
の
幸
せ
で

す
。

五香六実 野村　 卓弘さん

陽子さん

新婚さん

こんにちは

愛が実ったのは

７年目でした。

情　報

チャンネル



ジ

ェ

ネ

レ

ー

シ

ョ

ン

ー
サ

マ

ー

ス

ク

ー

ル

ア

月
2
6日
㈹
～
2
7日
團
〔
一
泊

二
日

〕
　
会
場
県

立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
（
沼
南
町
）
内
容
自

然
環
境
の
中
で
の
体
験
学
習
　
定

員
七
十
人
・
ス

タ
ッ
フ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
十
人
　
対
象
小
学
校
四
～

六
年
生
〔
低
学
年
生
は
、
高
学
年

生
の
兄
・
姉
と
一
緒
の
参
加
可
〕

ス

タ
ッ
フ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
中

学
生
以
上
　

費
用
一
人
三
千
五
百

円
（
交
通
費
、
宿
泊
費
、
食
事
代
、

お
や
つ
代
、
保
険
料
を
含
む

）

圃
５

月
3
1日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
青
年
会
議
所

容
6
5－
0
2
3

4
番
へ

※
詳
細
は
参
加
者
に
対
し
別

途
説

明
会
を
開
き
ま
す
。

影

絵

劇

「
銀

河

鉄

道

の

夜

」

６

月
幵
］日
出
午
後
１
時
3
0分
と

４

時
3
0分
の
二
回
公
演
　

会
場
市

民
会
館
　
費
用
千
五
百
円
（
四

歳

以
占

閤一
松
戸
放
課
後
の
子
ど
も
指
導
研

究
会
（
新
松
戸
学
童
保
育
所
内
）・

松
田

音
4
4－
9
7
9
6

番

な

ん

で

も

相

談

日

５
月
2
9日
面
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
３
時
　

会
揚
伊
勢
丹
松
戸

店

十
一
階
　

内
容
法
律
・
相
続
・
税

金
な
ど
の
相
談
を
弁
護
士
、
税
理

士
な
ど
の
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

問
松
戸
商
工

会
議
所

昔
6
4－
3
1

1
1
番

催

し

物

松

戸

さ

つ

き

会

花

季

展

示

会

５

月
2
4
日

㈹
～
2
9日

㈲
、
午
前
９

時

～

午
後
５

時
　

会

揚

運
動

公

園

体

育

館
　

費

用

無
料

問

鈴

木
｛
一一
4
1－
3
3
0
7

番

婚
前
・
新
婚
学
級
―
素
敵
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

６
／
1
3側

６
／
６
剛

５
／
3
0側

日
時

分一分作午

ータンセ健保央中 会
揚

幸
福
な
家
庭
設
計
の
た
め
に

※
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

気
が
つ
い
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
妊
娠
・
出
産
の
心
得

講
師
…
医
師
・
堀
口
雅
子
氏

奈
血
液
検
査
（
貧
血
・
梅
毒
・
風
疹
抗
体
価
）
を
有
料
で
実
施

結
婚
つ
て
、
親
に
な
る
つ
て
ど
ん
な
こ
と
？

講
師
…
教
育
心
理
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
・
時
田
光
人
氏

※
血
圧

測
定
・
尿
検
査

を
無
料
で

実
施

内
容

対

象
未
婚
ま
た
は
新
婚
の
カ
ッ

プ
ル
（
一
人
で
の

参
加
も
歓
迎

）

費
用

無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

’

圃
５
月
2
7日

脂
ま
で

に
、
電

話
で

小
金
保
健
セ
ン
タ
１
昔
4
6
1
5
6

0
1
番
へ

野

菜

販

売

５
月
2
8日
出
午
前
1
0時
～
午
後

４
時
　

会
揚
Ｊ
Ａ
五

香
支
店
前

内
容
地
場
野
菜
の
即
売

閲
松
戸
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
・
小
川
昔
6
2

－
1
6
2
6

番

パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
2
1世
紀
の

森

と
広
場
）
催
し

物

行 事 名 日　時 講　師 対　象 費用

こども手作り教室

｢押し花で壁かざり

を作ろう｣

６／５

(日)

午二

ム

フラワー

デザイナー
山中琴江氏

小3～中３

(親子可)
先着24組

材良

費5(X)円

みどり の 講習会

「植物画入 門」

（ ２回連 続）

７(火)
９困

ボタニカル

アーティスト

佐々木啓子氏

どなたでも

先着24人 材料費150円

みどりの講習会
｢盆栽の

仕立て方｣

12旧）
卯日本盆栽協会

松戸支部会員

どなたでも

先着40人
無料

圃
電
話
で
パ

ー
ク
セ
ン

タ
１
容
4
5

－

只
）Ｑ
）０
０
番
へ

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

６
月
５
日
㈲
午
前
９

時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
　
対
象

市
内
在
住
の
人
　

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

閲
体
育
指
導
委
員
・
染
谷

登
8
7
1

7
6
3
2

番

バ

ド

ミ

ン
ト

ン

教

室

５
月
2
1日
～
６

月
４
日
の
毎
週

土

曜
日
、
午
後
７

時
～
９
時
　

会

揚
小
金
原
体
育
館
　

対
象
市
内
在

住
の
人
　

費
用
保
険
料
二
百
円

圉
当
日
会
場
で

閲

体
育
指
導
委
員
・
松
丸
容
4
3
1

6
6
0
8

番

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
市

民

大

会

６
月
2
6日
、
７
月
３
日
の

各
日

曜
日

、
午
前
８

時
～
午
後
７

時

会
場

運
動
公
園
体
育
館
ほ
か
　
対

象
市
内
在
住
・
在
勤
者
の
チ

ー
ム

（
男
子
高
校
生
を
除
く
）
　
費
用

一

チ

ー
ム
三
千
円

圃
５
月
3
1日
㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
・
代
表
者
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
性
別
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
横
須

賀

一
八
七
小
金
中
学
校
内
浜
田

一
彦

（
容
4
1－
0
6
4
6

番
）
へ

※
６
月
８
日
圉
午
後
７
時
か
ら
小

金
中
学
校
で

代
表
者
会
議
を
開

き
ま
す
。

６
月
2
6日
㈲
午
前
９

時
～
午
後

５

時
　
会
場
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐

と
ん
地
ラ

グ
ビ

ー
場
　
対
象
市
内

在
住
・
在
勤
の
チ

ー
ム
・
先
着
十
六

チケットセンターチケットガイド

松

戸

市

ダ

ブ

ル

ス

選

手

権
（
テ

ニ

ス

）

７

月
1
0
日
・
1
7日
（
一

般

男
子

）
、

８

月
2
1
日

、
９

月

４
日

（

一
般

女

子

・

壮

年

男
女

）

の

各
日

曜
日

、

午
前
９

時

か
ら
　

会

場
栗

ヶ
沢

公

園
庭

球

場
　

対

象

市

内

在
住

・

在

勤
の

人
　

費

用

各

一
組

千

五

百
円

匣

６

月
2
0
日
側
〔
必

着
〕
ま
で

に

、

所
定

の

申
込

用

紙
で

〒
2
7
0松
戸

北

郵
便

局

私

書
箱

十

二

号

松
戸

市
テ

ニ

ス

協

会

へ

（
申

込

用

紙

・
大

会

要

綱

の

請

求
は

八

十
円

切

手

を

張

っ

た

返

信

用
封

筒

を

同

封
し

て

）

鬩
松

戸

市
テ

ニ

ス

協

会

・
平

木

容

4
8－
（
ｈ
）７

８

４

番

家

庭

婦

人

ク

ラ

ス

別

テ

ニ

ス

大

会６

月
1
3日
・
2
0日
の

各
月
曜
日

手

備
日
2
7日
）
、
午
前
９
時
か
ら

会
楊
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　

対
象

市
内
在
住
ま
た
は
家
庭

婦
人
テ
ニ

ス
協
会
加
盟
ク
ラ
ブ
の
人
　

費
用

ク
ラ
ブ
員
一
組
二
千
円

、
一
般
一

組
三
千
円

健康保険証

を忘れずに

匣
５
月
3
1
日
㈹
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
在

籍
ク
ラ
ブ
名
・
希
望
ク
ラ
ス
（
Ｓ

Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0松
戸

市

小
金

原
八
－

二

二

－

一
二
松
戸
市
家
庭
婦
人
テ
ニ
ス

協
会
・
日
江
井
裕
子
（
昔
4
2－
7

0
6
8

番
）
へ

※
一
般
の
人
は

、
６

月
５
日
㈲
以

降
に
電
話
で
組
み
合
せ

を
確
認

し
て

く
だ
さ
い
。

公演日 公　演　名 会場 開演時間 費　用

5/27 廓
森山良子コンサート ツフフー

｢手の中に｣

森
の
ホ

｜
ル
21

大
ホ

｜ル

午後
６時30分

S/5,000 円
A/4,500 円

6/4 山

Ｇ ．シュワルツ

松戸定期演 奏会
演奏･東京フィルハーモニー

午後 ア時

S/5,000 円

A/4,000 円
B/3,000 円

11出 山内七子・ピアノトリオ
コンサート

小
ホ
｜ル

午後２時
2,000円

(全自由席)

23困 鼓童
大
ホ
｜ル

午後
６時30分

S/3,800 円

A/3,300 円

25圉

ホセ・コランジエロ＆

ダ
ンシング ・タンゴ

アルゼンチ ーノ公演

市
民会館

午後３時
S/5,000 円
A/4,000 円

25(土) 立川談志独演会

森の

ホ

｜ル

21

小
ホ
｜ル

午後６時
2,500円

(全自由席)

ア／３(日)
松竹大歌舞伎 公演
（ ２回公演）

大
ホ

｜
ル

午後１時

と
午後５時

S/5,000 円

A/4,000 円
B/3,000 円

17(日)

華麓なるタンゴ
フフルゼンチン弦楽五重奏団

演奏会

午後２時
S/5,000 円

A/3,000 円

24(日)
レ ニングラ ード サーカス

（ ２回公演）

午後 Ｏ時

30分と
午後４時

S/3,000 円
A/2,000 円

30山

東京交膊楽団
'94少年少女のための
夏休 みコン サート　　

＆　　　　　

神津善行・中村メイコ
フ アミＵ－のト ーク

午後２時

S/4,G00 円

A/3,000 円
B/2,000 円

※チケット は売り 切れの場合 があり ます。

◆テレ ホン案内 サービ ス… ………昔66 －0010番

平日 ・午後５時～ 翌朝午前９ 時

休日 と土曜日 ・午前９時～翌 朝午前９時

◆夜間急病診療所 ……………… …豐68 －3756番

衛生会館内 ・毎日 午後８ 時～11時

◆休日 土曜日 夜間 歯科診療所……登65 －3430 番

衛生 会館内 ・午後８ 時～11 時

保
健
衛
生

幼

児

の

腎

炎

・

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

の

早

期

発

見

・

予

防

に

尿

検

査

を時
期
６
月
下
旬
　
対
象
昭
和
6
3

年
４

月

２

日

か
ら

平

成
３

年
４

月

１

日
生

ま

れ

の

幼

児
　

費

用

無

料

兩
６
月
1
0
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に

住

所
・

保

護

者
氏

名
・

幼

児
氏

名

・
幼

児

生

年

月
日

・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

竹

ヶ

花

七
四
－

三

中

央

保
健

セ

ン

タ

ー

内

健
康

管

理

課

尿

検
査

担

当

係
へ

圉

認
可

幼

稚
園
・
保

育
所
（
園
）
に

通

っ
て

い

る

幼

児
に

は

、

各

施

設

か
ら

採

尿

容

器

等
を

渡

し

ま

す

の

で

、
申

し

込

み
は

不

要
で

す

。

固

健
康

管

理

課

業

務

係

歯

の

衛

生

週

間

「
歯

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

」

６
月
４
日
出

午
後
１

時
3
0分
～

３

時
の
間
受
け
付
け
　

会
場
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
　
内
容
歯
科
医
師

に
よ
る
口
腔
内
診
査
と
相
談
な
ど

費
用
無
料
（
歯
ブ
ラ
シ
進
呈

）

※
高
齢
者
の
よ
い

歯
の
コ
ン

タ
ー

ル
（
八
十
歳
以
上
で

自
分
の

歯

が
二
十
本
以
上
あ
る
方
対
象
）

も
行
い
ま
す
。

問

健
康
管
理
課
保
健
計
画
係
a
6
6

－
7
4
8
6

番

ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
・
シ
ュ
ー
ズ

ケ

ー
ス

ー
キ

ャ

デ

ィ

ー
バ

ッ

グ

ー
万
円

◆

エ
レ

ク

ト

ー
ン

無

料

◆

一

輪

車
二

千

円

〔

日

用

雑
貨

〕

編
み

機
四

千

円

◆

紳
士

靴
2
6
｡
5

／
３

Ｅ

・
2
6
｡
5

／

４

Ｅ

各
五

千
円

◆

額

縁
五

点

無

料

◆

五

月
人

形

二

点

無

料
◆

人

形

ケ

ー
ス

千
円

◆

カ
レ

ー
な

べ
千

円

◆

錦

焼

き
物

小

皿
五

枚
セ

ッ

ト

五

百
円

◆

日

蓮

上
人

御

書
講

義

十

大

部

十
巻

二

千
五

百

円

◆

ア

タ

ッ

シ

ュ
ケ

ー
ス
二

千
円

◆

小

型

金

庫

千
五

百

円
◆

室
内

用

物
干
し

（

組

立
式

）
三

千
円

圉

５

月
2
5
日

圉

〔
当
日

消
印

有

効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望

品

名

（
品

物

一
点

に
つ

き

一
人

一
枚

）
・
価

格

・
住

所
・

氏

名
・

電
話

番

号

（
昼

間

お

勤
め

の

人

は

会

社

の

電

話

番
号

）

を

記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七

―
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ビ

ル

松
戸
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し

、
当
選
者
に

電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
己
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
５

月
2
4日

㈹
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
一
人
三

点
ま
で

）
。

６

月
2
0日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

価
格
は

一
万
円
ま
で
で

、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
な
ど

は
扱
い
ま
せ
ん
。

問
消
費
生
活
セ
ン

タ
１

容
6
6
1

7
3
2
9

番

〔
家
具
〕
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス

ク
五
千
円
・
一
万
円
◆
セ
ミ

ダ

ブ
ル

ベ
ッ
ド
千
円
・
五
千
円
◆

二
段
ベ
ッ
ド
一
万
円
◆
洋
風
座

卓
無
料
◆
食
器
棚
五
千
円
◆
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
七
千
円
◆
食
卓
テ

ー
ブ
ル

と
い
す
六
脚
一
万
円
◆

姿
見
二
千
円
◆
和
風

び
ょ
う
ぶ

二
千
円
◆

学
習
机
と
い
す
一
万

円
◆
学
習
机
八

千
円

〔
電
気
製
品
〕
ミ

シ
ン
千
円
◆

工
業
用
ミ
シ
ン
五
千
円
二
台
◆

Ｃ
Ｄ
プ
レ

ー
ヤ
ー
九
千
円
◆
再

生
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ

無
料
◆
た

こ

や
き
機
千
円
◆
ド
ラ
イ
ヤ
ー

（
旅

行

用

）
千

円

◆

掃
除

機

二

千

円

◆

電
子

レ

ン

ジ
五

千

円

〔
子

供

用
品

〕

チ

ャ
イ

ル

ド

カ

ー
シ

ー

ト
三

千

五

百
円

・
三

千

円
・
千
円
◆
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン
ガ
ー

千
円

二
点
◆
ベ
ビ
ー
ラ

ッ
ク
無
料

◆

ベ
ビ

ー

バ
ス

無

料

◆
Ａ

型

ベ

ビ

ー
カ

ー

無

料
◆

ベ

ビ

ー
ラ

ッ

ク
二

千

円

◆
し

ょ
い

子
＆

ベ
ビ

ー
カ

ー
四

千

円
◆

木

馬

三
千

円

◆

ベ
ビ

ー
（

イ

チ

ェ

ア

ー

二
千

円
◆

整
理

だ

ん

す

二
千

円
◆

歩

行

器
千

円

◆

お

ま
る

五

百
円

〔
ス

ポ

ー
ツ

用
品

・
楽

器

〕
ス

カ

ッ
シ

ュ

ラ
ケ

ッ
ト

二

千

円
二

点
◆

ピ

ア
ノ

一
万

円

◆

ク
ラ

シ

ッ

ク

ギ
タ

ー

無

料
◆

ゴ
ル

フ

用

救急医療
体制

あ
な
た
の
家
の
不
用
品
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○
譲
り
ま
す

森のホール21

営業時間 午前10時～午後４時　 鵄]昔84 －5050番

(月曜日は休館) ※電話での予約はできません

松
戸
市
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー
大
会

チ

ー
ム
　

費
用
一
チ

ー
ム
一
万
円

圉
電

話
で

、
松
戸
市
ラ
グ
ビ
ー
協

会
・
阿
部
容
8
8－
5
0
3
9

番
へ

（
午
後
３

時
以

降
）



カ ラ ス ノ エ ンド ウ

〔島野豌豆〕

見られる所　　　道端や野原など日あ

たりのよいところ

花期　　　　　　４月～ ５月

花の色　 ｀　　　紅紫

チョウが羽を広げたような丸い濃いピンク

色の花は、やがて緑色のサヤエンドウを実ら

せます。葉の先からは先端が３つに裂けた巻

きひげが伸び、まさに野原に生えるミニチュ

アエンドウといえるでしょう。

豆が黒く熟すことや大ぶりなことからガラ

スの名を持ちます。

実がふくらんださやは、中身を取り除き笛

にして遊ぶことができて､その音は､初夏の野

原にこだまします。

ギョ魚!

遊び心は万国共通？
「世界のあそび」で国際交流

バランス感覚が大切なパンブ ーダン ス

こいのぼりの大群が出現
市内の代表的な河川である坂川に、４

月30日から５月６日までの１週間、150

匹のこいのぼりが飾ら ね、道行く 人々を

驚かせていました。

「坂川に清流を取り戻す会（秋山淳子

会長、会員80人）」 が、青年会議所の協

力を得て行ったもので、幅15㍍にほどの坂

川の両岸のフェンスにロープを渡し、１

張り のロープに大きさによって４匹から

12匹のこいのぼりが結び付けられました。

地元栄町・古ヶ崎の町会も参加して、27

張り約1.3㌔におよぶ群れが出来上がり

ました。

川面を渡る風をはらむこいのぼりは、

まるで坂川を勢いよく泳いでいるようで、

私たちの目を楽しませてく れました。

西馬橋 笠井　都子さん

テ
ニ
ス
仲
間
と
、
よ
く
利
用
し
て
い
ま

す
。

駐
車
場

が

あ
る
の

で

、
車
で

来

ら

れ

る
の

が
良
い

で

す
ね

。

コ

ー
ト

も
使
い

や

す

く
、
気
に

入
っ

て

い

ま

す
。

21世紀の森と広場で ５月３日に行われた

「こども祭」で、（財）松戸市国際交流協会に

よる「世界のあそび」コーナーが注目を集め

ていました。

紹介さ れた遊びは、中国 のティ ジェンズ

（羽蹴り）、インドネシアのガンシン（こま回

し）、フィリピンのバンブーダンス（竹踊り）

の３つ。ティジェンズ、ガンシンはそれぞれ

の国の出身者が自らお手本を披露して、訪れ

た親子連れたちから拍手を浴びていました。

その後、実際に手に取り挑戦。あちらこち

ら から、「できた ！」という歓声があがつて

いました。遊び心は万国共通のようですね。

身 近な街の話題をお寄せく ださい。

問 広報課

テニスは、どの世代にも人気のある、

ポピュラーなスポーツです。

市内には、市営のテニスコートが7カ

所あります。ここ新松戸庭球場は、江戸

川に近い閑静な環境の中に、全天候型の

コート が2 面あります。

駐車場も完備しています。

●利 用 時 間　午前 ９時～午後 ５時

●休　園　日　月曜日

●交　　　 通　松戸駅西口から京成バス「江

戸川台駅行 き」で「主水池（も

んといけ）」下車、徒歩｜分

●使　用　料　１時間412円（消費税 込み）

●申 し 込 み　新松戸支所昔43－5 出 番

●問い合わせ　スポーツ課（運動公園内）

啻63－9241 番

新松戸庭球場

み
ど
り
の
歳
時
記

マメ科

ティジェンズの羽

しっかり 握って､さあ回せる かな(ガンシン)

街
の
話題

施設
案内

行ってみました

多くの人の協力で完成

坂川に現われたこいのぽり の大群
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